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【研究のポイント】 
●東北メディカル・メガバンク（TMM）計画地域住⺠コホート調査参加者のうち、沿岸地
域の健康調査に参加された 29,415 人を対象としてスポット尿検体を採取し、尿中 Na/K 比
を算出した結果、尿中 Na/K 比は東日本大震災による家屋倒壊の程度と関連があることが
わかりました。  
●本研究結果は、大規模自然災害の被災者が、高ナトリウム、低カリウムを含む偏った食事
を摂取する傾向にあることを示唆しており、大規模自然災害後支援の一環としてバランス
の取れた食事内容が重要であると考えられます。 
 
 



【概要】  
食事からのナトリウムやカリウム摂取量は高血圧や循環器疾患リスクと関連しています。
近年の研究では、ナトリウムとカリウムの摂取量のバランス（ナトリウム・カリウム比）の
ほうが、それぞれの摂取量単独の値よりも高血圧や循環器疾患リスクと関連していること
が報告されています。 
自然災害の被災者は急性期、慢性期いずれも心血管疾患の発症リスクが増すことが報告さ
れており、東日本大震災においても同様の報告があります。また、被災者は偏った食事を摂
取する傾向がありますが、被災者のナトリウムまたはカリウムの摂取量に着目した報告は
ほとんどありませんでした。 
そこで本研究チームは、東北メディカル・メガバンク計画地域住⺠コホート調査の沿岸参加
者 29,415 名の方から提供いただいたスポット尿中のナトリウム・カリウム比（Na/K 比）
を算出し、その他の生化学・血算データを用いて、家屋被害と尿中 Na/K 比の関連性を検討
しました。尿中 Na/K 比は、尿中ナトリウム濃度（mEq/L）を尿中カリウム濃度（mEq/L）
で除して算出しました。 
その結果、東日本大震災による家屋倒壊の被災者は、尿中 Na/K 比が有意に高いことがわか
りました。本研究結果から、大規模自然災害の被災者は、高ナトリウム、低カリウムを含む
偏った食事を摂取する傾向にあることが示唆されました。  
 
【まとめと展望】  
本研究では、家屋倒壊の被災者では、尿中 Na/K 比が有意に高いことがわかりました。救援
物資としての食事内容のバランスの重要性が示唆されました。 


